
線形代数 II (担当 松下勝義)

演習D. (行列の対角化)

• 演習 D-1(演習Ｃの解答を使ってよい).

– (a) 対角化できるか判定せよ.

– (b) 対角化できる場合, 対角化せよ.

– (c) 対角化のための正則行列 P̂ を求めよ. ただし, Âが対称行列の

場合, P̂ は直行行列として与えよ.

– (1) (
3 3

−2 −4

)

– (2)  1 2 3

−1 3 1

3 −2 1


– (3)  1 2 3

−1 3 1

0 5 4


– (4) 2 0 0

0 1 −1

0 −1 1


• 演習 D-2.

– (1) 次の二つの行列 Â, B̂ に対して

Â =

(
1 −1

0 2

)
, B̂ =

(
2 −1

0 3

)
.

同じ正則行列 P̂ で対角化可能か答えよ.

– (2) 同じ P̂ で対角化可能であれば Â, B̂ が可換であることを示せ.

(ヒント:対角行列同士は可換になる.)
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